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議 会 報 告 第 16 号 

      （ホームページもご覧下さい http://www.ojima-shinichi.com/    

筑西市下野殿 801-1 ＴＥＬ0296（24）8951 

市議会議員 小島 信一      明政会 

 
新中核病院の行方 ――県と意見が一致―― 

すでに新聞報道もあり、ご存知の方も多いと思いますが 

年明け早々新たな合意があり、県が認める形となりまし

た。県がリーダーシップをとったとも言えるでしょう。 

合意内容 

① 山王病院（岩瀬にある民間病院）と県西総合病院及

び筑西市民病院の３病院が統合して、新中核病院を

建設する。 

② 規模は２５０床（病床数は大幅縮小） 

③ もとの３病院は基本的には閉院。但し、市民病院跡

地には診療所（入院施設の無い医院）を建設。桜川

市では、独自で桜川市民病院１２０床を建設する。

完成予定は平成３０年から３１年 

――― 建設場所 ――― 

建設場所は、断定はしていませんが、養蚕地区（筑西幹線

道路沿い）が有力です。ここにも県の意向が優先されてい

ます。 

 

――― 今後の進展は―――― 

医療の専門家による協議会を立ち上げ、診療科や医師、

看護師等の人数、それらスタッフ確保の方法など、より

具体的な事項を協議していくとのこと。3 月下旬に第 1

回目の協議会が開かれる予定。 

去年 3 月合意から約 1 年遅れています。今後の協議

会の進行に注目が集まります。 

――― 不測の事態 ―――― 

 

・地方創生先行型事業 人口ビジョン・総合戦略策定 

            住宅取得応援事業 

            不妊治療費助成事業 

            就労支援・新規就農支援事業 

・消費喚起型事業   プレミアム商品券発行事業 

一見消極予算に見えますが、年度末の補正はほぼ繰り越

され、合計 400 億円超となり昨年並みとなります。 

特別会計 ・・・・ 290 億円（前年比 26 億円増） 

水道事業会計 ・・・ 25 億円（ほぼ前年並み） 

市民病院会計 ・・・ 19 億円（ほぼ前年並み） 

   

27 年度予算成立  

一般会計 ・・・・ 393 億円 （前年比 9 億円減） 

歳入の主なもの 

 市   税・・・・138 億円（ほぼ前年並み） 

 地方交付税 ・・・・73 億円（前年比 2 億円減） 

 地方消費税 ・・・・15 億円（前年比 2 億円増） 

 国庫支出金 ・・・・49 億円（ほぼ前年並み）） 

 市   債 ・・・・43 億円（前年比 9 億円減） 

 そ の 他  

27 年度予算には含まれないが、26 年度補正予算として

今定例会で成立し、執行が新年度となる事業があります。 

 26 年度補正額 ・・・・約 8 億円 

 国の目玉補正予算から地方創生臨時交付金として約 2

億円市へ交付。2 つの型の事業を推進している 

  

 

これまで、協議会は専門家

のみで構成されるはずでし

たが、議会答弁では、両市

長、議会代表が加わりまし

た。また、その協議範囲が

広がり、桜川市民病院の基 

本構想が含まれています。さらに、基本計画については

別組織で作成する内容です。これでは協議会の目的がは

っきりしない、政治的思惑が入る可能性がある、基本計

画作成の組織が見えないという不安があります。 

全ての事業会計予算は 

  約 735 億円 

  前年度比 17 億円増 

  増加率 2.4％ 

   

http://www.ojima-shinichi.com/
http://i-ichiba.designpocket.jp/search/detail.aspx?from=search&id=40200894


                               
                            

 
                    
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  一般質問    

小島質問 第 3 セクターの都市開発(株)（筑西市長が社

長）を復活させ、本庁舎移転が決まったスピカビルの

管理を再び任せるというが、必要あるのか？ 

公室長答弁 5 階フロアーの空床へのテナント募集、賃

料の改修等、ノウハウがある組織がやるべき。その場

合、第 3 セクターが最良と考えた。 

小島質問 民間企業に委託する方法もあったのではない

か。検討・議論はなかったのか？ 

公室長答弁 民間委託では、民間会社の意向が優先され

る恐れがある。 

小島質問 第 3 セクター都市開発の収益は、サブリース 

 

 

 （市から床を借りてテナントにまた貸しすること）と 

 建物の管理委託料である。トップを同じくする筑西市

と下館都市開発(株)が取引すのであるから、透明性が重

要。確保できるのか？ 

公室長答弁 決算報告に合わせて事業計画の提出も検討

したい。当市の出資比率が 2 分の 1 を超えているので

予算執行に関する調査権がある。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

地方自治法 243 条の 3 によれば、下館都市開発(株)は経 

営内容を市に報告する義務があります。これを履行する 

よう市民も監視しなければならなりません。 

市長答弁 新中核病院完成まで約 4 年、今の市民病院の医

療体制は確保していくつもり。市民の健康、命を守って

いる以上、市民は理解している。 

小島質問 市民病院の医師・看護師スタッフを新中核病院

へ異動すると聞いているが、医療技術、公務員資格、供

与体系、人数の問題は乗り越えられますか。 

市長答弁 市民病院のスタッフには異動の必要性を伝え

理解が得られるよう努力している。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

市民の理解を得るには情報の開示が必要です。 

 

小島質問 新中核病院に目処がついた。市民病院にとっ

て終点が見えた現時点、市長は市民病院に対し今後と

も医療体制の向上、経営内容向上は可能と考えるか。 

市長答弁 新中核病院が完成したら市民病院は診療所

化という方向付け。将来的には、一般外来診療と在宅

支援診療所を目指す。 

小島質問 将来像は理解できる。しかし、毎年 8 億前後

の一般会計からの支出があり医療体制向上のモチベ

ーションが上がるのか疑問もあるなか 2 次医療病院

とし新中核病院完成まで継続する計画か。 

一般会計から企業・特別会計への主要支出   

市民病院会計 7 億 3 千万円 

国民健康保険会計 ８億 7 千万円 

後期高齢医療会計 12 億 2 千万円 

介護保険会計 12 億 4 千万円        

公共下水道会計 11 億 3 千万円 

その他 5 億 1 千万円 

 
 

 

一般会計から企業会計・特別会計への繰出し金は約 57 億円あり 

年々増加傾向にあります。特に、医療介護といった社会保障費の伸

びはつづくことが予想され、財政の硬直化が懸念されます。 

 

  

27 年度の注目事業 

 ◎15 倍のプレミアム商品券（昨年までは 1 千万円のプレミアム）     ・・・・・1 億 5 千万円 

 ◎若者・子育て世帯住宅取得支援事業                  ・・・・・1 億 2 千 5 百万円 

  市内に新築住宅を取得した若者や子育て世帯の市民に対し、奨励金（50 

万円限度）を交付する。人口減少、定住促進対策の一環。250 世帯分  

 ◎スピカビル本庁舎改修事業（本庁舎への改修工事）（合併特例債事業）   ・・・・・8 億 5 千万円 

 ◎ふるさと納税推進事業（寄付者に対する贈答品の拡充）（新規事業）    ・・・・・ 1800 万円 

 ◎道の駅整備事業（基本構想・基本計画、32 年度のオープン。新規事業）  ・・・・・ 1300 万円 


